
 

 

                                          

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 校訓「明るく、かしこく、たくましく」 

 

西の子 
学校だより 

 第６号 

西表小中学校 

 校長 仲地 みゆき 

令和４年６月１日（水） 

6 月 3，4 日は、地区中体連夏季総体です。バ

ドミントン部は、男女共に団体、個人も優勝を狙

います。選手激励会では、小学生によるキレッキ

レのダンスと力強い応援メッセージがあり、選手

団の緊張も吹き飛ばしてくれました。選手の皆さ

んの後ろには、多くの応援があることを心の支え

にして、全力を尽くして頑張って下さい！ 

【男子個人戦】 

シングルス 川端 純、森 朝斗、鈴木 琉偉 

      山下 守 

ダブルス  宮城 宏忠・下地 風助、 

      荒木 壮介・江袋 李祐 

【女子個人戦】 

 シングルス 佐々木 瑠海、長澤 ひなの 

 ダブルス  和光 眞彩・山下 福 

       阿久津 彩椰・長澤 あかり 

       宮城 満理菜・和光 千彩 

5月 26日（木）絵本贈呈 

26日（木）、世界の子ども達に絵本を贈るプロ

ジェクト（(株)CHIMNEY TOWN）の一貫として『え

んとつ町のプぺル』の贈呈式がありました。朝の

活動後、児童生徒会役員が代表して、いただきま

した。「日本だけではなく世界の多くの子ども達に

も届けているので、この絵本を通して世界の子ど

も達とつながるきっかけになるといいなと思いま

す。」というスタッフの手塚さんの言葉がありまし

た。～絵本から広がる世界～です。 

 

6 月の平和月間スタートにあたり、今日の 2 校

時「平和集会」がありました。月桃の歌を合唱し、

「ぼくは対馬丸に乗った～声の絵本～」を視聴後、

「今を生きているきみへ（平和の約束）」を全員で

群読。約 800 人の子供を含む 148４人（氏名判

明分）が犠牲となった「対馬丸の悲劇」を通して、

改めて戦争の愚かさ、悲惨さを知ることができま

した。 

世界に目を向けると今この時にも、戦争や紛争

による被害に苦しんでいる人々がいます。現在毎

日伝えられている「ロシアによるウクライナへの

軍事侵攻」のニュースを見るたびに、やりきれない

気持ちになります。戦争は何をもたらしたのか。 

6 月平和月間中には、図書館でのパネル展示をは

じめ、色々な取組が計画されています。「沖縄戦の

教訓」を正しく伝えていくために教育の果たすべ

き役割があると考えます。多くの失われた尊い命

を決して無駄にはしないと誓い、今繋がっている

命を大切にし、そして、一人ひとりが考える「平和

に生きる」ことを実践していけるようにしたいと

思います。「6月」を大切に過ごしながら。 

 

「僕らは、いまから 70 年以上前、戦争ばっか

りの時代に生まれたんだ。 

       ～中略～ 

きみがその『平和』を感じているとき、この地球

にくらす、たくさんのほかの子たちは、『平和』を

感じているかな。 

今でもまだ、世界では戦争で多くの子たちが悲

しい思いをしているのかな。 

想像してみて。 

今、ぼくらに約束してほしいんだ、 

きみが、平和な地球をつくるって。」 

〈「今を生きているきみへ（平和の約束）」より〉 

 

完全制覇へ いざ！ 


